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は 将 来 に 向 け て 種 ま き をし た ４ 年 間 だ っ た 。　

－ ２ 期 目 の 抱 負 を

　
町 全 体 の 魅 力 を 高 め る

と と も に 、 豊 富 な 観 光 資源 を 活 か し 、 交 流 人 口 のさ ら な る 拡 大 に 努 め る 。他 の 自 治 体 同 様 、 大 洗 も人 口 減 少 と 少 子 高 齢 化 への 対 策 が 課 題 。  「 幸 せ 無限 大 ・ 不 幸 ゼ ロ 」 の 実 現を 目 指 し て 、 ス ピ ー ド 感を 持 っ て 各 種 施 策 に 取 り組 ん で い く 。　
予 算 が 限 ら れ て お り 、

経 営 者 の 視 点 で 稼 ぐ 力 を強 化 す る こ と も 必 要 。 昨年 度 、 町 の ふ る さ と 納 税は 過 去 最 高 と な る
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強 を 達 成 し た 。 だ が 、 私は 大 洗 の ポ テ ン シ ャ ルは 、 ま だ ま だ こ ん な も のじ ゃ な い と 感 じ て い る 。県 内 に は 境 町 の よ う に１ ０ ０ 億 円 近 く 稼 ぐ 自 治体 も あ る 。 ま ず は
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を 目 標 と し 、 大 洗 の 魅 力を 広 く 世 間 に Ｐ Ｒ し て いく 。　
財 政 基 盤 が 強 化 さ れ れ

ば で き る こ と が 増 え 、 住民 満 足 度 も 向 上 す る 。 持　
１ ９ ６ ５ 年 ７ 月

2 3日 生

ま れ 。

5 9才 。 大 洗 町 出

身 。 明 治 大 学 大 学 院 政 治経 済 学 研 究 学 科 修 了 。 大洗 町 町 議 会 議 員 （ ５ 期 ）を 経 て 、 ２ ０ ２ ０ 年 か ら現 職 。

2 2年 に 黄 綬 褒 章 を

受 章 。 民 間 時 代 は 県 行 政士 会 会 長 な ど も 務 め た 。趣 味 は 芸 術 鑑 賞 、 旅 行 。好 き な 言 葉 は 「 我 以 外 皆我 師 也 」  。

　

－ １ 期 目 を 振 り 返 っ て

　
１ 期 目 は 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 症 拡 大 の 影 響に よ り 、 思 う よ う に 施 策を 推 進 す る こ と が で き なか っ た 。 そ の 一 方 で 、 町の 置 か れ た 状 況 を し っ かり と 把 握 し 、 今 後 の 進 むべ き 道 を じ っ く り と 模 索す る こ と が で き た 。　
大 洗 は 県 内 で も 屈 指 の

観 光 地 。 観 光 客 で に ぎ わい 、 比 較 的 財 政 が 豊 か と考 え て い る 人 も い る か もし れ な い 。 し か し 、 蓋 を開 け て み る と 綱 渡 り の よう な 状 態 で 、 少 子 高 齢 化の た め ２ ０ ４ ０ 年 に は 人口 が １ 万 人 を 割 る と い う試 算 も あ る ほ ど だ 。　
こ の た め 情 報 公 開 を 徹

底 し 、 町 の 現 状 を 職 員 はも と よ り 町 民 の 皆 さ ま に知 っ て い た だ く こ と を 心が け た 。 町 の 状 況 を 知 って い た だ き 、 町 の 将 来 につ い て ご 意 見 を い た だき 、 町 を ど う し て い く か皆 で 一 緒 に 考 え て い く 。そ う す る こ と で 一 体 感 が生 ま れ 、 皆 で 町 を 支 え てい こ う と い う 意 識 も 芽 生え る の だ と 思 う 。 １ 期 目

５ 年 度 中 に あり 方 を 検 討 して い く 。　
こ の ほ か に

も 老 朽 化 し た公 共 施 設 は 多い 。 少 子 高 齢化 が 進 む 中 、公 共 施 設 も 町の 規 模 に 適 した 量 に し て いく 必 要 が ある 。 今 は ス クラ ッ プ ・ ア ンド ・ ビ ル ド のス ク ラ ッ プ の時 期 。 何 が 必要 か を 慎 重 に見 極 め 、 時 代

に そ ぐ わ な い 部 分 は 見 直し 、 町 の 成 長 に つ な が る分 野 へ の 投 資 に 回 し て いく 。　

－ 消 防 庁 舎 の 移 転

　
消 防 庁 舎 は 完 成 か ら
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年 以 上 が 経 過 し 、 東 日 本大 震 災 で は 津 波 の 被 害 を受 け た 。 こ の た め 高 台 で津 波 浸 水 想 定 区 域 外 の 大貫 台 地 区 に 移 転 す る 。　
救 急 や 火 災 は 一 分 一 秒

を 争 う も の 。 大 規 模 な 自然 災 害 が 発 生 し た 場 合 でも 迅 速 で ス ム ー ズ な 活 動が で き る よ う 、 現 代 的 な設 備 を 整 え し っ か り と 町民 の 生 命 と 財 産 を 守 り たい 。

続 可 能 で 誰 も が 働 き や すい 環 境 づ く り に 取 り 組 んで い き た い 。　

－ 老 朽 化 が 進 む イ ン フ

ラ に つ い て　
今 年 ３ 月 、 水 道 管 の 漏

水 に よ り 町 民 の 皆 さ ま には 大 変 な ご 迷 惑 を お か けし た 。 原 因 は 布 設 か ら
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年 以 上 が 経 過 し た 配 水 管が 破 裂 し た こ と 。 こ れ まで は

2 0年 で 更 新 し て い く

計 画 だ っ た が 、 今 回 の 事故 を 受 け て こ れ を 見 直し 、

1 0年 で 完 結 す る こ と

に し た 。　
管 径 ４ ０ ０ ㎜ の 石 綿 管

の 布 設 替 え か ら 始 め 、 本年 度 は ４ ５ ０ ｍ 区 間 の 整備 を 実 施 す る 。 残 る 延 長２ ７ ０ ０ ｍ は 本 年 度 に 設計 、 来 年 度 に 工 事 を 行う 。 現 時 点 の 試 算 で は 総事 業 費 約
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常 に 大 き い 事 業 だ が 、 水道 は 人 が 生 き て い く 上 で欠 か せ な い 重 要 な イ ン フラ 。 し っ か り と 予 算 を 確保 し な が ら 着 実 に 実 施 して い き た い 。　
１ ９ ９ ９ 年 開 館 の 健 康

福 祉 セ ン タ ー 「 ゆ っ くら 健 康 館 」 も 老 朽 化 が 進み 、 町 議 会 特 別 委 員 会 から 「 廃 止 に 向 け て 検 討す る べ き 」 と の 報 告 を いた だ い て い る 。 廃 止 や 存続 、 一 部 機 能 を 残 す な どの 考 え 方 が あ り 、 ２ ０ ２

　
ま た 、 現 在 の 庁 舎 は 手

狭 で 、 十 分 な 訓 練 ス ペ ース が 確 保 で き て い な い 状況 に あ る 。 昨 今 は 女 性 職員 の 採 用 も 増 え て い る こと か ら 、 働 き や す い 環 境づ く り の た め に も 着 実 に推 進 し て い く 。 本 年 度 中に 実 施 設 計 を ま と め 、 来年 度 か ら 建 設 工 事 に 着 手す る 見 通 し だ 。　

－ 防 災 集 団 移 転 促 進 事

業 の 進 捗　
堀 割 ・ 五 反 田 周 辺 地 区

の 防 災 集 団 移 転 促 進 事 業は 、 涸 沼 川 沿 い で 発 生 する 浸 水 被 害 に 対 応 す る ため 、 区 域 内 の 住 民 の 方 に区 域 外 へ 移 転 し て い た だく 事 業 。 国 土 交 通 大 臣 より 防 災 集 団 移 転 促 進 事 業計 画 の 同 意 を い た だ き 、本 年 度 か ら 順 次 、 移 転 を進 め て い く こ と に な る 。　
全 国 的 に も 先 進 的 な 取

り 組 み で 、 モ デ ル 地 区 とし て 注 目 を 集 め て い る 。現 在 は 個 別 の 対 応 に 入 って お り 、 ９ 月 補 正 で も 新た に 事 業 費 を 計 上 し た 。地 権 者 の 皆 さ ま の 痛 み や思 い に 寄 り 添 い 、 ス ピ ード を 重 視 し て 事 業 を 推 進す る 。　

－ こ ど も の 城 の 活 用

　
こ ど も の 城 は ２ ０ ２ １

年 に 廃 止 と な っ て か ら 活用 さ れ て い な い た め 、 県に 譲 渡 を お 願 い し た 。 都市 公 園 の 大 洗 公 園 内 に あり 、 ク リ ア す べ き 課 題 もあ る が 、 色 々 な 利 活 用 の方 法 が あ る と 思 う 。 幸 い

民 間 か ら 様 々な 利 活 用 の ご提 案 を い た だい て い る 。 公園 の 機 能 を 維持 し つ つ 、 にぎ わ い づ く りに ど の よ う に結 び つ け て いく か 、 整 理 して 進 め て い きた い 。　

－ 観 光 振 興

に つ い て　
観 光 は 町 の

基 幹 産 業 の １つ 。 交 流 人 口の 拡 大 が 町 の活 性 化 に も つ

な が る 。 お か げ さ ま で 海上 花 火 大 会 は 大 き な 盛 り上 が り を 見 せ て お り 、 ３回 目 と な る 今 回 は 、 内 閣総 理 大 臣 賞 最 多 受 賞 「 現代 の 名 工 」 の 野 村 花 火 工業 ㈱ に よ る 、 過 去 最 多 とな る １ 万 ５ ０ ０ ０ 発 の 花火 で 夜 空 を 彩 り 、 本 当 に多 く の 方 に ご 来 訪 い た だい た 。　
花 火 の ほ か に も 音 楽

フ ェ ス や サ ウ ナ 、 ク ル ーズ 船 の 誘 致 な ど 、 観 光 客だ け で な く 地 域 の 皆 さ まに も 楽 し ん で い た だ け るよ う な イ ベ ン ト と し て 、町 の シ ン ボ ル と な る よ う大 き く 育 て て い き た い 。　
ま た 、 本 県 を 代 表 す る

観 光 資 源 で あ る サ ン ビ ーチ や 大 洗 海 岸 も さ ら な る利 活 用 を 考 え て い る 。 イメ ー ジ は 野 天 版 の 幕 張メ ッ セ 。 色 々 な イ ベ ン トを 受 け 入 れ 、 町 全 体 を 盛り 上 げ ら れ れ ば 。　

－ 入 札 制 度 の 考 え 方

　
予 定 価 格 の 金 額 に よ っ

て 指 名 競 争 入 札 と 一 般競 争 入 札 を 使 い 分 け て いる 。 現 状 で は 上 手 く 回 って い る の で 、 課 題 が 見 つか れ ば そ の 都 度 、 対 応 する 。 で き る だ け 地 元 の 企業 に 携 わ っ て い た だ け るよ う に し て い き 、 極 論 を言 え ば 地 元 で 完 結 で き れば 理 想 。 適 正 な 価 格 と 工期 で 発 注 し 、 適 正 な 価 格で 落 札 し て 適 正 な 利 潤 を確 保 し て い た だ け る よ うに し た い 。　

－

地 元 建 設 業 に メ ッ

セ ー ジ を　
建 設 業 の 皆 さ ま は 単 な

る 受 注 者 で な く 、 我 々 行政 と は 相 互 補 完 の ま ち づく り の パ ー ト ナ ー 。 日 頃か ら ラ イ フ ラ イ ン を 守 って い た だ い て お り 、 災 害時 に は 迅 速 に 復 旧 ・ 復 興に 対 応 し て い た だ い て いる 。 皆 さ ま の 存 在 な く して 、 ま ち づ く り を 進 め るこ と は で き な い 。　
ま た 、 町 建 設 業 協 議 会

の 皆 さ ま に は 、 道 路 清 掃な ど の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動を と お し て 地 域 の 美 化 にも 協 力 し て い た だ い て いる 。 町 が き れ い で あ れば 、 住 民 は 日 々 す が す がし さ を 実 感 で き る し 観 光客 の 皆 さ ま に も 気 持 ち 良く 町 を 訪 れ て い た だ く こと が で き る 。 今 後 も 是非 、 継 続 し て い た だ き たい 。

特 集 ／ 國 井 豊 大 洗 町 長 2 期 目 就 任 イ ン タ ビ ュ ー

消 防 庁 舎

 来 年 度 に 着 工
5 0億 充 て 石 綿 管 布 設 替

地 域 雇 用 と 地 域 経 済 を 支 え 、 大 洗 町 の 発 展 に 貢 献 し ま す

水 戸 本 店 / 〒 3 1 0- 0 8 4 2 茨 城 県 水 戸 市 け や き 台 3 - 62- 1

T E L: 0 2 9- 2 3 9- 3 8 8 3   F A X: 0 2 9- 2 3 9- 3 8 8 1

E- m ail: h o n s y a @ o o n u ki. c o.j p

U R L: htt p s: / / w w w. o o n u ki. c o.j p

代 表 取 締 役 　 千 　 葉 　 吉 　 寿

本 　 店 　 〒 3 1 1 ‒ 1 3 1 1 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 大 洗 町 大 貫 町  9 8 3 ‒ 3

　 　 　 　 T E L 0 2 9 ‒ 2 6 6 ‒ 0 1 5 5

事 務 所 　 〒 3 1 1 ‒ 1 4 0 1 　 茨 城 県 鉾 田 市 箕 輪  1 6 7 8

　 　 　 　 T E L 0 2 9 1 ‒ 3 7 ‒ 2 1 5 2 　 F A X 0 2 9 1 ‒ 3 7 ‒ 2 1 6 2

協 和 技 建株 式 会 社

私 ど も 企 業 は

ま ち づ く り の パ ー ト ナ ー と し て

イ ン フ ラ 整 備 に 尽 力 い た し ま す

代 表 取 締 役 　 大 　 川 　 泰 　 弘

〒 3 1 1 － 1 3 1 1 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 大 洗 町 大 貫 町  9 5 1 0 － 6

T E L 　 0 2 9 － 2 6 6 － 1 4 6 1

F A X 　 0 2 9 － 2 6 7 － 7 1 3 8

大 川 設 備 工 業 株 式 会 社

茨 城 県 知 事 許 可 （ 一 般 ） 第 1 4 9 1 2  号

給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房 空 調 設 備

大 洗 町 ・ 水 戸 市 上 下 水 道 指 定 工 事 店

取 締 役 会 長 　 木 　 村 　 政 　 儀
代 表 取 締 役 　 木 　 村 　 政 　 仁

〒 3 1 1 － 1 3 0 1 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 大 洗 町 磯 浜 町  8 2 2 7  番 地 の  4 1

T E L 　 0 2 9 － 2 6 7 － 2 2 9 6

　 　 　 0 2 9 － 2 6 6 － 1 6 6 6

F A X 　 0 2 9 － 2 6 7 － 7 2 8 0

3 1 1 - 1 1 1 3本 　 　 　 社 水 戸 市 平 戸 町 6 5 6 - 1
T E L F A X０ ２ ９ － ２ ６ ７ － ３ １ ４ ８ ０ ２ ９ － ２ ６ ７ － ３ １ ４ ９

営 業 所 3 1 1 - 1 3 1 1 大 洗 町 大 貫 町 3 4 9 - 2
T E L E - m a il inf o @ tot s u k a .c o .j p０ ２ ９ － ２ ６ ６ － ３ ３ ４ １

総 　 合 　 建 　 設 　 業

代 表 取 締 役 　 井 　 上 　 光 　 久

〒 3 1 1 － 1 3 0 1 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 大 洗 町 磯 浜 町  3 7 5

T E L 　 0 2 9 － 2 6 7 － 5 2 8 4

F A X 　 0 2 9 － 2 6 7 － 5 3 6 4

株 式 会 社  井 上 設 備 工 業
茨 城 県 知 事 許 可 （ 般 ‒ 2 0 ） 第 3 1 9 8 6 号

代 表 取 締 役 　 菊 　 地 　 　 　 弘

〒 3 1 1 － 1 3 0 1 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 大 洗 町 磯 浜 町  1 1 1 0

T E L 0 2 9 － 2 6 7 － 3 0 0 7

F A X 0 2 9 － 2 6 7 － 7 2 7 8

株 式 会 社  菊 地 工 務 店

代 表 取 締 役 　 田 　 口 　 誠 　 壽

〒 3 1 1 － 1 3 0 1 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 大 洗 町 磯 浜 町  8 2 7  番 地 の ３

T E L 0 2 9 － 2 6 7 － 5 2 4 1

F A X 0 2 9 － 2 6 7 － 6 7 6 9

　 　 　 　 U R L htt p s: / / o a r ai-t a g u c hi. c o.j p

株 式 会 社 田 口 工 務 店

代 表 取 締 役 　 栗 　 田 　 定 　 之

〒 3 1 1 － 1 3 1 3 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 大 洗 町 成 田 町  1 9 0  番 地

T E L 　 0 2 9 － 2 6 4 － 8 8 3 3

F A X 　 0 2 9 － 2 6 4 － 8 8 3 4

茨 城 県 知 事 許 可 第 2 8 1 0 0 号

愛 功 建 設 株 式
会 社

あ い こ う

代 表 取 締 役 　 大 　 山 　 浩 　 義

本 　 　 　 社 　 〒 3 1 1 ‒ 1 3 0 6 茨 城 県 東 茨 城 郡 大 洗 町 五 反 田  1 8 3

　 　 　 　 　 　 T E L 0 2 9 ‒ 2 6 7 ‒ 3 9 9 9 ・ F A X  0 2 9 ‒ 2 6 7 ‒ 6 9 6 6

ひ た ち な か 営 業 所 　 〒 3 1 2 － 0 0 2 1 茨 城 県 ひ た ち な か 市 三 反 田 2 9 4 8 ‒1 2

－ O Y A M A － 大 山 緑 地 建 設
株 式 会 社

代 表 取 締 役 　 雲 　 井 　 万 貴 子

〒 3 1 1 － 1 1 1 1 　 茨 城 県 水 戸 市 小 泉 町  2 6 7 － 1

T E L 　 0 2 9 － 2 6 9 － 4 4 9 7

F A X 　 0 2 9 － 2 6 9 － 4 4 9 2

公 式 ウ ェ ブ サ イ ト i n st a gr a m

株 式
会 社

　
８ 月

2 7日 に 告 示 さ れ た 大 洗 町 長 選 挙 で 、 現

職 の 國 井 豊 氏 が ２ 回 目 の 当 選 を 無 投 票 で 飾 った 。 國 井 氏 は 「 幸 せ 無 限 大 ・ 不 幸 ゼ ロ 」 の ま ちづ く り を 掲 げ 、 ２ ０ ２ ０ 年 の １ 期 目 も 無 投 票 で当 選 。 地 域 の 活 性 化 や 老 朽 化 が 進 む イ ン フ ラ 対策 、 持 続 可 能 な ま ち づ く り へ の 挑 戦 に 取 り 組 んで き た 。 ２ 期 目 の 抱 負 や 町 政 の 舵 取 り な ど に つい て 國 井 町 長 に 話 を 聞 い た 。

企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

観 光 資 源 活 か し 交 流 人 口 拡 大
『 幸 せ 無 限 大 ・ 不 幸 ゼ ロ 』 の ま ち づ く り

プ ロ フ ィ ー ル

大 洗 町 消 防 本 部 庁 舎


